
時折、太陽が顔をだす中で、振興連絡協議会主催のグランドゴルフ大会が 10月 19日（水）開かれました。 

はじめに、本間副会長（老人クラブ会長）から、「天気が晴れ、気持ちも晴れ晴れ、２年ぶりの開催です。融和を図り、

楽しい一日にして下さい」とあいさつがありました。髙橋ユキ子さんの「今から始めます。頑張りましょう。」の競技開始宣

言で６グループの28人がスタート。「ここは、50メートルある。思いっきって打て。右は、斜めで低いから、なんぼが右方

向なぁ。よし、わがった」。打球の結果は、ホールから右にそれて行き過ぎ。また、それでも、５回目でホールイン…。 

また、28 人中、ホールインワンは 5 人で宮沢地区のみなさんは、レベルの高い方が多いのに驚きました。終わりに、集

合写真を撮り、楽しいひと時を過ごしました。（この時だけマスクを取る） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芭蕉、清風歴史資料館・・１１月３日～２月２６日 

（１１月３日のみ無料開放） 

市民文化祭・・・・・・・１１月 ３日～ ６日 

常盤地区公民館・・・・・１１月１１日～１３日 

福原地区公民館・・・・・１１月３０日～12 月４日 

玉野地区公民館・・・・・１２月 ３日～ ６日 

尾花沢地区公民館・・・・１２月２３日～２５日 

宮沢地区公民館・・・・・ ２月２４日～２６日 

雪対策シンポジウム２０２２ 

1.日時 令和４年１１月１１日（金） 申込 11/９（水）まで 

     午後１時３０分～午後４時（開場：午後１時） 

2.場所 尾花沢市文化体育施設（サルナート） 

3.基調講演 「雪かきで地域が育つ」 
    講師 上村靖司氏長岡技術科学大学大学院教授 

※お問合せ 社会教育課 中央公民館 ℡２３－３３３２まで 

★地区防犯功労表彰  森山 一さん（押切） 

森山さんは、宮沢支部連絡員として、通算 8年、地域の安

全活動を推進してこられました。 

★“いじめ・非行をなくそう”やまがた県民運動 

「いじめ防止」標語 優秀作品 

いじめって 「見る」「する」「される」 どれもいや 

三浦 奈結さん（行沢） 

気づいてね 話せない子の 心の声 

堀江 芽衣さん（安久戸） 

市民文化祭や地域の作品展を鑑賞

しながら、スタンプを集めて景品に

応募しよう！ 

おめでとうございます 

令和 ４年 11月 1 日 

発行：宮沢地区公民館 

電話・FAX22-0433 

 

 22-0433 

 

 

宮沢地区公民館だより 

ホールインワン賞 

１.早坂哲太郎さん（丹生） ２.加藤昭一さん（丹生） 

３．柴﨑京子さん（中刈）  ４．加藤 誠さん（丹生） 

５．柴﨑良作さん（中刈） 

総合 1位 早坂哲太郎さん（丹生） 

第 2位 大貫信生さん （中刈） 

第 3位 柴﨑良作さん （中刈） 

 

尾花沢市青少年健全育成市民集会 

講演 「子どもを犯罪から守るために」 

講師 山形県警察本部生活安全部人身安全少年課 

 統括少年補導専門官 小林 智佳子氏 

※申込 11/16（水）まで 

問合せ：社会教育課 中央公民館 ℡23－3332 まで 

 

１１月 2０日（日）午後１時３０分～3 時 

サルナート「コンベンションホール」 

1.日 時 １１月１８日（金） 

2.競技開始 午前１０時～ 

3.場 所 尾花沢市地域交流センター 

     （旧高橋保育園） 

 ※たくさんの参加をお待ちしております。 

輪 投 げ 大 会 
宮沢地区老人クラブ連絡協議会 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パッチワーク教室の日程 

毎週木曜日 9:00～14:00 

１ １１月１０・１７・２４日 

場所：宮沢地区公民館 

【      の行事予定】 

日 内  容 

5 日(土) 
宮沢小学習発表・創立 10 周年式典 

順徳上皇まつり 

１５日(火) 
さわやかあいさつ運動 

おきな茶･おたっしゃ教室 

１８日(金) 老人クラブ輪投げ大会 

30 日(水) 区長会・防犯協会・公民館連絡協議会合同研修 

 

11 月 9 日（水）／11 月 30 日（水） 
時 間：１０：００～１１：００ 

場 所：尾花沢市地域交流センター 

参加費：５００円 

持ち物：ヨガマット（なければバスタオル） 

※感染症拡大予防のため、体調の優れない方の

参加はご遠慮願います。当日の参加できます。 

（10／１現在）（前月比） 

男  ８１９人  (-6） 

女  ８１６人 （-11） 

計 １６３５人 （-17） 

世帯数 ５９４世帯（-1） 

おきな茶屋 ヨガ教室 

ふるさと物語⑥

 

 

当地は慶長年間から江戸時代の元和 8 年(1622)最上家が改易されるまで、最上家の傘下にある野辺沢氏

(約 2万石)の領地であった。最上家に連座して野辺沢氏も消滅した後は徳川幕府の直轄領(天領)となった。

幕府は現尾花沢小学校の地に代官所を置き統治した。代官所は年貢徴収の基礎とすべく各村の人口・総戸

数・石高を村名主より申告させた。そこから宮沢のみ記してみる。なお幕末には、蝦夷がロシヤの脅威に

さらされ警備強化の必要から天領のうち１万 4千石が蝦夷松前藩預かりとなる。 

宝暦 11年(1761)の石高家数人等一覧 『村差出明細帳』(尾花沢市史編纂委員会編) 

村名 正厳 丹生 中島 押切 行沢 高橋 矢越 関谷 市野々 岩谷沢 

石高 1436石 2296石 419 石 312石 360石 398石 77.3石 350石 262石 323石 

俵換算 3591俵 5740俵 1122俵 780俵 900俵 995俵 193俵 875俵 655俵 807俵 

家数 109軒 134軒 29 軒 22軒 36軒 32軒 12軒 32軒 44軒 48軒 

惣人数 481人 602人 112 人 153人 157人 183人 67人 174人 177人 212人 

○ 石高の下の欄は私が俵(1俵=4斗=60k)に換算したもの。(1石=10斗=2.5俵) 

○ 年貢は本田・新田・屋敷・畑作・増米・雑税があり算出が複雑だが石高の約 32%―42%。 

○ 中島の項に「御城米(年貢)は大石田最上川河岸船積む。道のり三里余」と記されている。 

年貢米は村単位で、共同で大石田まで橇で運んだものと思われる。 

○ 宮沢の産米、時代別収穫量比較 

江戸時代 15.657俵 上記表で各村の石高の合計。(6.233.3 石を俵に換算) 

昭和 3年 35.240俵  (昭和 5年の『郷土調査』石山隆作編。(石を俵に換算) 

昭和 60 年 約 53.780 俵 米の収量は農協外の販売・自家消費もあり実数把握は困難なので『農協合併

20 年のあゆみ』尾花沢市農協発行から、昭和 60年の宮沢の総水田面積 618.2haより平均反収 8.7俵で算

出。 (江戸時代の約 3.5倍か) 

○ 余談だが宝暦 11年の幕府に収める宮沢の年貢は約 2.100石(石高総数 6.233石の 3分の 1) 

と思われるが当時の大身旗本 1家―2家の俸禄に過ぎない。戦闘要員の旗本は大小 5.200家あり大半が

無役。3千石以上は 300家あり、幕府の大きな財政負担となった。 

文責 宮沢地区歴史保存会 三浦 幹雄 

 

 

 

 

   文責 宮沢地区歴史保存会 三浦 幹雄 

 

 


